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運賃交渉の対応を
荷主関係団体へ要請しました

～ 物流2024問題の解決にむけて ～
令和６年４月から、トラック運転者の時間外労働の上限規制を盛り込んだ改正改善基準告示が施
行され、いわゆる「物流の２０２４年問題」により輸送力の不足が懸念されています。輸送力を確保す
るためには、トラック運転者の賃金水準を向上させるなど労働環境を改善し、運転者を確保すること
が必要になり、労務費等を適正に転嫁した運賃を収受することが重要になります。こうした中、本年３
月２２日には新たな「標準的な運賃」が告示されました。
そこで「トラック輸送における取引環境・労働時間改善岡山県地方協議会」（事務局；岡山運輸支
局、岡山労働局、岡山県トラック協会）は、令和６年５月２９日、荷主等の皆様にトラック事業者から運賃
交渉の申出があった場合には、積極的に応じていただくよう、岡山県商工会議所連合会をはじめとし
た県内の各経済団体へ要請を行いました。
当日は、マスコミの関心も高く、遠藤会長は多くの取材を受け新聞各紙やTVニュースなどで取り
上げられ、広く周知することができました。

第74回全国植樹祭 岡山2024
5月26日（日曜日）、天皇皇后両陛下の御臨席のもと、岡山市のジップアリーナ岡山において、

「第74回全国植樹祭 岡山2024」が開催され、岡山県トラック協会の遠藤会長、横山副会長が出
席されました。
天候にも恵まれ、数多くの招待者が参加するなか、天皇皇后両陛下によるお手植え・お手播

き、緑化功労者等の各種表彰、苗木の贈呈、大会宣言、次期開催県である埼玉県へのリレーセレ
モニー等が実施されました。
岡山県トラック協会では、安全で環境にやさしいトラック輸送を実現するため、社会との共生を

目指す取り組みの一環として平成16年度から「トラックの森づくり事業」に取り組むとともに、「お
かやま森づくり県民基金」に毎年度寄附を行っており、第74回全国植樹祭にも協賛するとともに
苗木や資材等の運搬に協力しました。

【右から】岡山県商工会議所連合会 松田会長、遠藤会長、
今岡支局長、森實労働局長
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優良従業員表彰

令和６年度優良従業員表彰につきまして、下記の１２１名の方々が受賞されました。
受賞者の方々には、心よりお祝いを申し上げるとともに、今後、益々のご活躍を期待しております。

優良従業員表彰者名簿 （敬称略）

  江原　真衣子　　岩崎　善明　　　木古　隆文 
 岡山スイキュウ㈱ 胡　　炎傑　　　佐藤　久美子　　冨山　賢一 
  中山　雅之　　　丸岡　弘二　　　守田　一成 
  大塚　元貴　　　大西　航太　　　後藤　範将 
 岡山県貨物運送㈱ 小原　秀貴　　　酒井　拓也　　　東　　智明  
  牧野　　翔　　　松坂　晴吉　　　安延　　大  
 岡山後楽運輸㈱ 長田　光通   
  石坂　博光　　　片山　直也　　　佐藤　晴彦 
 

㈱岡山シーアール物流
 髙岸　拓巳　　　千葉　直也　　　難波　清次 

  廣瀬　友紀　　　丸尾　弘法　　　山岡　光幸 
  料治　直也   
 後楽運輸㈱ 安藤　昌博   
 昭和工運㈱ 井上　知樹   
 ㈲タックトランスポート 平松　拓二   
 西日本冷凍輸送㈱ 永守　　要　　　藤川　忠輝　　　森川　清一 
 松岡運送㈱ 井原　徳一　　　上田　孝行　　　古本　一男 
 海吉運送㈲ 加藤　幸彦　　　中原　実紅
 ㈱森下商事 池末　和義　　　田口　康雄　　　山形　卓也 
 ㈱安田商事運輸 村岡　成樹
 

㈱山本水産輸送
 井上　健司　　　遠藤　弥夢　　　貝原　智彦 

  新谷　　清
 

両備トランスポート㈱
 秋山　　豊　　　川上　　広　　　光島　　一  

  小見山　航輝　　山本　真一  
 支部合計 ５３名

支　部 会　社　名 氏　名

岡　山

6月3日(月)、中国運輸局自動車関係功労者の表彰式が
ホテルグランヴィア広島において行われ、岡山県からはト
ラック関係者14名が受賞されました。この表彰は、永年に
わたり自動車関係業務に精励され、業界の発展に寄与し功
績が顕著な方々に贈られるものです。心よりお慶び申し上
げます。

氏　　名 役　職　名所　属　及　び　事　業　所　名

伊賀　美子
役員
取締役

一般社団法人岡山県トラック協会 岡山支部
有限会社伊賀商店

氏　　名 役　職　名事　業　所　名

小山  和則 常務取締役株式会社岡山積載運輸
味野　淳子 代表取締役株式会社岡山積載運輸

氏　　名 役　職　名事　業　所　名

山﨑　晴美 係長岡山県貨物運送株式会社 情報システム部

氏　　名 事　業　所　名

髙山　浩二
赤木　孝文
那須　　稔
山部　謙治
西江　　健
横部　　暁
森上　俊之
長櫓　義典
竹本　匡志
有馬　孝幸

岡山県貨物運送株式会社 倉敷主管支店
岡山県貨物運送株式会社 岡山主管支店
岡山県貨物運送株式会社 東備支店
岡山県貨物運送株式会社 笠岡寄島営業所
福山通運株式会社 岡山東支店 
福山通運株式会社 津山支店
藤森運輸株式会社 倉敷営業所
福山通運株式会社 岡山支店
福山通運株式会社 津山支店
福山通運株式会社 岡山支店

■ 自動車関係事業功労（団体役員）

■ 自動車関係事業功労（事業役員）

■ 自動車関係事業功労（永年勤続・指導的役割）

■ 自動車関係事業功労（永年勤続・運転者）

トラック関係者１４名が
中国運輸局長表彰を受賞
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 ㈲井上開発工業 井上　和樹　　　山田　諭志　　　渡辺　貴史 
 岡山県貨物鋼運㈱ 岡本　和義　　　松尾　正宏　　　水川　信明 
  若狭　　操    
 菱化ロジテック㈱ 川上　浩徳   
 中国通運岡山㈱ 板野　輝明　　　竹林　邦江　　　仁科　清史 
  山邊　照晃   
 ㈱トムコ 住友　克矢　　　藤井　幸夫　　　渡邉　俊之 
 藤森運輸㈱ 谷川　健太　　　難波　国広  
 陸照運輸㈱ 上野　勝久　　　鴨木　正志　　　佐伯　稔浩 
  柴倉　秋男　　　吉幸　和則  
 支部合計 ２２名
 ㈲倉敷運送センター 藤井　典子　　　門田　邦彦　　　酒井　達也 
 弘栄産業㈱ 岡部　　勇    
  木村　信行　　　國定　利加子　　延近　賜郎 
 ㈱生興運送 光成　秀俊　　　山部　勝己　　　山本　哲士 
  渡辺　隆旨   
 ㈱仲岡運輸 藤井　光世   
  伊藤　貴大　　　加藤　正明　　　菊池　孝洋 
 藤井運送㈱ 柴田　　勝　　　高田　真大　　　橋本　裕司 
  福元　治人　　　藤井　久輝　　　分玉　直樹 
  三木　隆安   
 支部合計 ２２名
 ㈱山運通商 田中　　翔　　　山本　正人  
 支部合計 ２名
  相澤　和清　　　井上　光政　　　奥山　賢悟 
  片田　和彦　　　亀森　則行　　　窪田　仁志 
  後閑　義之　　　小林　弘志　　　佐々野　行治 
 ㈱凪物流 嶋村　安修　　　末利　秀司　　　末利　則雄 
  高原　陽佑　　　田中　清行　　　難波　充史 
  濱田　真寿　　　日比野　稔　　　藤原　錦司 
  細川　康平　　　水本　　豊　　　山田　昌弘 
 槙本運送㈱ 山下　　剛    
 支部合計 ２２名
    　総 合 計 　　　　　　　　　  １２１名

支　部 会　社　名 氏　名

倉　敷

美　作

備　前

備　中

令和５年度
岡山県貨物自動車運送適正化事業
実施機関の活動状況について

１．巡回指導実施状況
（１）巡回件数
令和５年度から全国適正化事業実施機関の方針として、Ｄ、Ｅ評価となった事業所に対する巡
回指導が重点化されたことから、当該事業所には半年ごとに巡回指導を実施しました。併せて、
全体的にコンプライアンスの徹底を図るために、巡回指導の期間を「巡回指導の指針」に示され
ている２年に１回に近づけるべく計画し実施しました。
新型コロナウイルス感染症の影響は、令和５年５月８日にこれまでの２類相当から５類に移行さ

れたことからほぼ皆無でした。
巡回実績としては、８２３件の巡回指導を実施し、事業計画の７５０件に対する進捗率は１０９.７％

でした。
巡回件数８２３件のうち、新規及び新設事業所の巡回指導は５５件で、労働基準監督署から運輸
支局への通報に基づく特別巡回指導は７件実施しました。
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会員・非会員の割合（図2）
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巡回率の推移（図4）

（２）評価結果
特別巡回指導の７件を除く、８１６件の評価の内訳及び割合は表１及び図５、図５－１、図５－２
のとおりでした。
巡回実施の期間が延びると評価が下がる傾向が見受けられることから、全体の評価を上げ

るためには評価の如何に関わらず「巡回指導の指針」にあるとおり、原則として２年に１回の巡
回指導を実施することが重要であると考えられます。
令和５年４月から「巡回指導の重点化」が実施されていますが、岡山県適正化事業実施機関

では、令和２年度以降、減少しております。（図８）

評価
｢適｣割合

件　　数

割　　合

対前年比

Ａ
90%以上

252(25)

30.9%

－6.7%

Ｂ
80～89%

292(20)

35.8%

＋0.2%

Ｃ
70～79％

210(7)

25.7%

+7.7%

Ｄ
60～69%

50(1)

6.1%

－1.2%

Ｅ
60%未満

12(2)

1.5%

－0.2%

表1

※カッコ内は新規･新設事業所

評価区分別割合（図５）
全体 816件

Ａ
252件
30.9%

Ｂ
292件
35.8%

Ｃ
210件
25.7%

Ｄ
50件
6.1%

Ｅ
12件
1.5%

評価区分割合（図５－１）
通常巡回 761件

Ａ
227件
29.8%

Ｂ
272件
35.7%

Ｃ
203件
26.7%

Ｄ
49件
6.4%

Ｅ
10件
1.3%

評価区分割合（図５－２）
新規･新設巡回 55件

Ａ
25件
45.5%

Ｂ
20件
36.4%

Ｃ
7件
12.7%

Ｄ
1件
1.8%

Ｅ
2件
3.6%

※巡回率の算出方法：年間の巡回件数を当該年度末の事業所数で除する。
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会員･非会員別評価割合(図６－１)
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（３）指導結果
指摘件数の合計は２,２６８件で、指摘件数の割合が多い項目は次のとおりです。また、車両規
模別の指摘件数割合は図9のとおりです。

①特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。
　調査件数 ５３９件 ／ 指導件数 １８７件 ／ 否の割合 ３４.７％
次の運転者には、一般の運転者に対する安全教育に加えて特別な教育を実施し、その
教育記録を３年間保存します。

ア 事故惹起運転者
死者又は重傷者を生じた交通事故を引き起こした運転者及び軽傷者を生じた交通
事故を引き起こし、かつ当該事故前の３年間に交通事故を引き起こしたことがある運
転者に対して、再度乗務する前に実施します。ただし、やむを得ない場合は、乗務再開
後１ヶ月以内に実施します。

イ 初任運転者
運転者として新たに雇い入れた者に対して、乗務開始前に実施します。ただし、やむ

を得ない場合は、乗務再開後１ヶ月以内に実施します。
併せて、運転記録証明書を取得し、事故惹起者に該当するかを確認します。

ウ 高齢運転者（６５歳以上の運転者）
高齢運転者には、適性診断（適齢診断）の結果を踏まえて、個々の運転者の加齢に伴

う身体機能の変化の程度に応じた安全な運転方法等について、運転者自ら考えるよう
に指導します。適齢診断の結果が判明した後１ヶ月以内に実施します。

②定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、点検整備記録簿等が保
存されているか。
　調査件数 ８１６件 ／ 指導件数 ２５７件 ／ 否の割合 ３１.５％
自動車は、適正に保守管理がなされることを前提として製作されていることから、定期
点検は車両の故障を未然に防ぐために不可欠です。事業用自動車は、３ヶ月ごとに点検整
備を実施し、その結果は、遅滞なく点検整備記録簿に記載しなければなりません。
点検整備記録簿は、車検時の１２ヶ月点検の整備記録簿も含めて実施日から１年間、事
業用自動車には原本を、営業所にはその写しを保存します。

③運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。
　調査件数 ２３６件 ／ 指導件数 ６７件 ／ 否の割合 ２８.４％
乗務前、乗務後の点呼がいずれも対面でできない乗務を行う場合は、電話等により乗
務途中点呼（中間点呼）を行うほか、運行指示書を２部（正・副）作成し、これに基づき運転
者に対して適切な指示を行わなければなりません。
また、運転者が携行した運行指示書（正）と事務所に備え置いた運行指示書（副）は運行
終了後、正副１組にして運行終了日から１年間保存します。
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④点呼の実施及びその記録、保存は適正か。
　調査件数 ８１６件 ／ 指導件数 ２２７件 ／ 否の割合 ２７.８％
運行管理者又は補助者は、乗務を開始又は終了する運転者に対して、運行上やむを得

ない場合を除き、必ず対面により点呼を行わなければなりません。「運行上やむを得ない
場合」とは、遠隔地で乗務が開始又は終了する場合であり、車庫と営業所が離れている場
合及び早朝・深夜等で点呼執行者がいない場合等は該当しません。
点呼の記録は、１年間保存します。

⑤整備管理者に所定の講習を受けさせているか。
　調査件数 ７５１件 ／ 指導件数 ２５７件 ／ 否の割合 ２２.２％
選任されている整備管理者は、２年に１回運輸支局が行う選任後研修を受講しなければ

なりません。また、新たに選任された整備管理者は、選任された日の属する年度の翌年度
の末日までに選任後研修を受講しなければなりません。

２．各種セミナーの開催状況
令和４年度に引き続き、従前の交通事故防止を目的としたセミナーに加えて、時間外労働の上
限規制及び改正改善基準告示に関する説明会を岡山労働局の担当者を講師に招いて開催しま
した。

① 安全性評価事業（Ｇマーク）申請に係る説明会
開催日　　令和５年５月
場　所　　県内５カ所
参加者　　１３３名

② 事故防止セミナー
開催日　　令和５年６月１日（木）
場　所　　岡山県トラック総合研修会館 ４階 大研修室
参加者　　４７名

③ 改正改善基準告示説明会
開催日　　令和５年７月
場　所　　県内６カ所
参加者　　３６９名

④ プラン２０２５目標達成フルセミナー
開催日　　令和５年８月７日（月）
場　所　　岡山県トラック総合研修会館 ４階 大研修室
参加者　　３７名

⑤ 過労死等防止対策セミナー
開催日　　令和５年１０月５日（木）
場　所　　岡山県トラック総合研修会館 ４階 大研修室
参加者　　２１名

⑥ 標準的な運賃活用セミナー（応用編）
開催日　　令和５年１１月２０日（月）
場　所　　岡山県トラック総合研修会館 ４階 大研修室
参加者　　５２名

⑦ 改善基準告示解説セミナー
開催日　　令和６年２月２日（金）
場  所　　岡山県トラック総合研修会館 ４階 大研修室
参加者　　７２名

車両規模別指導件数割合（図９）
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３．苦情の状況について
苦情受付数は、２７件で延べ３０件の苦情内容がありました（図10）。
苦情内容では、危険運転に関する苦情が最も多く、特に「煽り運転」や「急な割込み･追越し」に
関するものが多く寄せられました。

（図10）

危険運転等
24件

違法駐車等
1件

その他
5件

４．貨物自動車運送事業安全性評価事業等について
①貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク）について
申請件数は、１９４件で前年度に比べて２４件増加しましたが、今年度新たに申請した事
業所数は２５件で前年度に比べて９件減少しました。（表２）
審査の結果、認定を取得した事業所は１９３事業所（９９.５％）でした。
１２月末時点における岡山県内の安全性優良事業所数は５７７事業所となり、県下１,８０４
事業所に対する取得率は３２％となりました。
過去５年間の認定事業所数及び割合の推移は図11のとおりです。

②安全性優良事業所表彰について
長期間にわたりＧマークに認定されている事業所には中国運輸局又は岡山運輸支局か

ら表彰されます。
令和５年度の受賞事業所は以下のとおりです。

○岡山運輸支局表彰  ４件
・シモハナ物流㈱ 岡山第二センター
・㈱脇地運送 岡山営業所
・センコー㈱ 岡山主管支店岡山営業所
・センコー㈱ 岡山主管支店西大寺営業所

○中国運輸局表彰 １件
・㈱ＨＩ－ＬＩＮＥ 倉敷共配センター
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表2

認定事業所数及び割合の推移（図11）
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視野診断計の導入について
会員各位

この度、交通事故防止対策の一環として、通常の健康診断では発見されにくい視野障害の早期発
見に効果的な視野診断計を導入いたしました。
トラック運送業界では、高年齢運転者が多く、今後も増加していくと考えられることから、視野診断
計の受検により視野の範囲を自覚いただくとともに、高齢者における発症率が高い緑内障等の視野
障害の早期発見に役立て、安全運転向上の一助にしていただきたく存じます。
下記の詳細内容をご確認のうえ、ご利用くださいますようご案内申しあげます。

記

○主な内容 
・各支部に１台（セット）配置します。
・利用料は無料です。
・貸出期間は、原則最大7日間（１週間程度）とします。
・ナスバネット同様に持ち運びが可能な機器となっていますので、無償貸出を行います。
・故意、重大な過失等による機器の故障は賠償を求めることがあります。
※実際の使用にあたっては、各支部へご連絡ください。

○利用案内について
【岡山県トラック協会ホームページ】 → 【トップページのトピックス】 
　　　　　　　　　　　　　　→ 【視野診断計の導入について】 を参照してください。
https://okayama-ta.or.jp/ 

以上

令和６年度「トラックの日」
小学生絵画コンクール募集要綱

趣　　　旨　　　トラックは、国内貨物輸送量の９０％以上を担っています。我が国の経済活動や
日々の国民生活になくてはならない重要なライフラインの一つであり、その中で
も「緑ナンバー」の営業用トラックは、中心的役割を担っています。
全日本トラック協会及び都道府県トラック協会では、トラックが社会に果たして
いる役割「社会との共生」をめざした交通事故防止対策、環境対策への取り組み
について国民の皆様にご理解いただき、あわせて業界のイメージアップを図るた
め、毎年１０月９日を「トラックの日」と定め、「トラックは生活（くらし）と経済のライ
フライン」を統一標語とし各種の事業を展開しています。
『「トラックの日」小学生絵画コンクール』は、その事業の一環として毎年行って
いるもので、日本の未来を担う小学生に、トラックについて少しでも興味を持って
もらいたいという思いで始めた事業です。

主　　　催　　一般社団法人 岡山県トラック協会

後　　　援　　岡山県教育委員会

募 集 対 象　　岡山県下の小学生

テ　ー　マ　　「私たちの未来のトラック」

募 集 作 品　　絵画（四つ切画用紙を使用してください。）

応募締切日　　令和6年９月４日（水）必着 
※郵便・宅配便でも可。ご持参の場合は、平日８時３０分～１７時１５分に下記まで
　にお越しください。

応　募　先　　一般社団法人　岡山県トラック協会　青年協議会事務局　宛 
〒７００－８５６７　岡山市北区青江１－２２－３３ 
電話  ０８６－２３４－８２１１ 
メールアドレス：seinen@okayama-ta.or.jp

応 募 方 法　　別添１の氏名カードに必要事項を記入のうえ、作品裏面の左下に貼付してくだ
さい。
また、54ページの別添２応募者名簿を添えてご提出ください。
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視野診断計の導入について
会員各位

この度、交通事故防止対策の一環として、通常の健康診断では発見されにくい視野障害の早期発
見に効果的な視野診断計を導入いたしました。
トラック運送業界では、高年齢運転者が多く、今後も増加していくと考えられることから、視野診断
計の受検により視野の範囲を自覚いただくとともに、高齢者における発症率が高い緑内障等の視野
障害の早期発見に役立て、安全運転向上の一助にしていただきたく存じます。
下記の詳細内容をご確認のうえ、ご利用くださいますようご案内申しあげます。

記

○主な内容 
・各支部に１台（セット）配置します。
・利用料は無料です。
・貸出期間は、原則最大7日間（１週間程度）とします。
・ナスバネット同様に持ち運びが可能な機器となっていますので、無償貸出を行います。
・故意、重大な過失等による機器の故障は賠償を求めることがあります。
※実際の使用にあたっては、各支部へご連絡ください。

○利用案内について
【岡山県トラック協会ホームページ】 → 【トップページのトピックス】 
　　　　　　　　　　　　　　→ 【視野診断計の導入について】 を参照してください。
https://okayama-ta.or.jp/ 

以上

令和６年度「トラックの日」
小学生絵画コンクール募集要綱

趣　　　旨　　　トラックは、国内貨物輸送量の９０％以上を担っています。我が国の経済活動や
日々の国民生活になくてはならない重要なライフラインの一つであり、その中で
も「緑ナンバー」の営業用トラックは、中心的役割を担っています。
全日本トラック協会及び都道府県トラック協会では、トラックが社会に果たして
いる役割「社会との共生」をめざした交通事故防止対策、環境対策への取り組み
について国民の皆様にご理解いただき、あわせて業界のイメージアップを図るた
め、毎年１０月９日を「トラックの日」と定め、「トラックは生活（くらし）と経済のライ
フライン」を統一標語とし各種の事業を展開しています。
『「トラックの日」小学生絵画コンクール』は、その事業の一環として毎年行って
いるもので、日本の未来を担う小学生に、トラックについて少しでも興味を持って
もらいたいという思いで始めた事業です。

主　　　催　　一般社団法人 岡山県トラック協会

後　　　援　　岡山県教育委員会

募 集 対 象　　岡山県下の小学生

テ　ー　マ　　「私たちの未来のトラック」

募 集 作 品　　絵画（四つ切画用紙を使用してください。）

応募締切日　　令和6年９月４日（水）必着 
※郵便・宅配便でも可。ご持参の場合は、平日８時３０分～１７時１５分に下記まで
　にお越しください。

応　募　先　　一般社団法人　岡山県トラック協会　青年協議会事務局　宛 
〒７００－８５６７　岡山市北区青江１－２２－３３ 
電話  ０８６－２３４－８２１１ 
メールアドレス：seinen@okayama-ta.or.jp

応 募 方 法　　別添１の氏名カードに必要事項を記入のうえ、作品裏面の左下に貼付してくだ
さい。
また、54ページの別添２応募者名簿を添えてご提出ください。
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氏名カード及び応募者名簿（Exce l）は、岡山県トラック協会ホームページ
（https://okayama-ta.or.jp/activity/concours/）からダウンロードできます。
なお、応募者数が多数（２０名以上）に渡る場合には、別添２の応募者名簿のExcel
ファイルをダウンロード並びにご入力いただき、上記担当者アドレスへ送信いただ
きますようお願い申し上げます。

作 品 選 考　　岡山県教育委員会 教育長賞１点 
優秀賞２点 
佳作１０点

　　賞　　　　岡山県教育委員会　教育長賞 
　賞状、こども商品券（１万円）、作品のジグソーパズル 
　なお、同賞に選出された作品の「ラッピングトラック」を作成します。

優秀賞 
　賞状、図書カード（３，０００円）、作品のジグソーパズル

佳作 
　賞状、作品のジグソーパズル

参加賞 
　スリムアルミボトル（協会のロゴ入り予定）

作品の公表　　上記作品を含め、選考された優秀作品１００点の絵画については、 
当協会のホームページにて、公表する予定です。

表　彰　式　　令和6年１０月19日（土）を予定。 
場所 ： 岡山市サウスヴィレッジ（岡山市南区片岡２４６８） 
※表彰式は教育長賞、優秀賞、佳作の受賞者のみとなります。

そ　の　他　　応募していただいた作品は、お返しできませんのでご了承ください。 
なお、応募者は本応募に際して提供した当該作品の使用する権利を、一般社団
法人 岡山県トラック協会に譲渡するものとします。

 

協会ロゴ（案）
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正副会長会議、総務・交付金運営委員会合同会議を開催

理事会を開催

5月8日（水）、岡山県トラック総合研修会館で、正副会長会議、総務・交付金運営委員会合同会議を開催し、藤
森委員長が議長となり議事が進められました。審議事項については全ての議案が承認され、5月20日の理事
会に上程されることになりました。
[審議事項]
（１）会員の入退会について
（２）�令和5年度事業報告(案)並びに一般会計及び運輸事業振興助成補助金ほか特別会計に係る収支計算書

(案)等について
（３）令和5年度公益目的支出計画実施報告書(案)について
（４）満期保有目的債権(案)について
（５）役員選任(案)について
（６）「第１回物流パートナーシップセミナー」の開催(案)について
（７）理事会の運営（案）について
（８）通常総会の運営（案）について

５月２０日(月)午後１時３０分より、岡山県トラック総合研修会館において『第２７６回理事会』等を開催しました
ので、その概要をお知らせします。

議事概要 遠藤会長が議長となり、下記事項について異議なく承認され、６月１４日開催の通常総会に
上程されることになりました。

〔審議事項〕
(１)一般社団法人岡山県トラック協会　第２７６回理事会
� 第１号議案　会員の入退会について
� 第２号議案　�令和５年度事業報告(案)並びに一般会計及び運輸事業振興助成補助金ほか特別会計に

係る収支計算書(案)等について
� 第３号議案　令和５年度公益目的支出計画実施報告書(案)について
� 第４号議案　満期保有目的債権(案)について
� 第５号議案　役員選任(案)について
� 第６号議案　「第１回物流パートナーシップセミナー」の開催(案)について
� 第７号議案　通常総会の運営（案）について
(２)物流問題政策研究会　評議員会
� 議案　令和５年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
(３)岡山県トラック政治連盟　幹事会
� 議案　令和５年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
(４)陸運労災防止協会岡山県支部　理事会
� 議案　令和５年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
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岡山地域での交流を踏まえた会議を開催
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山下貴司衆議院議員との懇談会を開催
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中国運輸局岡山運輸支局自動車関係功労者の表彰
「推薦は８月９日まで」

中国運輸局岡山運輸支局では、下記の表彰規則第４条に該当される方の表彰申請（表彰は１１月）を受
け付けています。
８月９日（金）までに所属支部経由でご推薦下さい。
なお、提出書類等詳細については、当協会（担当総務課）又は各支部に問い合わせ下さい。
また、ご推薦いただいた候補者の情報（個人情報）については、標記表彰以外には使用いたしません。

記

中国運輸局岡山運輸支局自動車関係功労者表彰規則（抜粋）

第４条　表彰は次の各号の一に該当する者又は団体に対して行う。
	 （１）職責遂行、事故防止の功労
	 　　	自動車関係事業に従事する者で、危険を顧みず職責を遂行し又は重大な事故を未然に防止

し、その功績が顕著な者又は団体
	 （２）発明、考案、改良、研究の功労
	 　　	自動車関係事業に関する有益な発明、考案、改良又は研究を行い、事業の振興発展に著しい貢

献をした者又は団体　
	 （３）永年勤続の功労
	 　　	自動車関係事業の次のいずれかに該当する業務に現に従事する者であって、永年にわたり業

務に精励しその勤務成績が優秀であって他の模範となる年齢４５歳以上（エを除く）の者。ただ
し、原則として当該事業者団体の長もしくはこれに準ずる者の推薦を受けた者に限る。

	 	 ア　事業用自動車の運転業務に２０年以上従事し、その間における責任事故がない者
	 	 イ　	自動車整備士、検査主任者及びこれに準ずる者として自動車整備業務に２０年以上従

事している者
	 	 ウ　自動車関係事業に２０年以上従事し、業務遂行上指導的役割を果たしている者
	 	 エ　関係団体の業務に１５年以上従事している年齢３５歳以上の者
	 （４）自動車関係事業の功労
	 	 ア　	次のいずれかに該当する自動車関係事業の役員であって、その功績が顕著な年齢４５

歳以上の者。ただし、原則として当該事業者団体の長もしくはこれに準ずる者の推薦
を受けた者に限る。

	 	 	 （ア）関係団体の役員として８年以上在任している者
	 	 	 （イ）自動車関係事業の役員として１２年以上在職している者
	 	 イ　その他自動車関係事業の発達改善に尽力し、その功績が顕著な者又は団体
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第５条　	関係団体の長もしくはこれに準ずる者は、前条各号の表彰に該当する者があると認めたとき
は、次に掲げる書類を添えて毎年９月１日までに支局長あて提出するものとする。ただし、第１号
に該当する者については、随時とする。

	 （１）	候補者名簿（※トラック協会で作成します。）	 （様式第１号）
		 （２）	履歴書・宣誓書	 	 	 	 	 （様式第２号）
	 （３）	推薦書（第４条第３号に該当する者に限る。）	 （様式第３号）
	 （４）	功績調書（第４条第３号に該当する者を除く。）	 （様式第４号）
	 （５）	無事故無違反証明書
	 （６）	その他参考となる資料

	 		※提出書類は、（一社）岡山県トラック協会ホームページ「会員の皆様へ」より、「各種表彰」ページの
「自動車関係功労者（岡山運輸支局長表彰）」からダウンロードできます。
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軽油の見本品採取調査のお願い

軽油貯蔵施設等を保有する事業者の皆様へ

岡山県では、不正軽油の流通による脱税及び環境悪化を防止するため、県下全域の軽油貯蔵施設等を
保有する大口需要家等の事業所等に臨場し、軽油のサンプルを採取し、分析する業務を行っています。
ついては、令和６年度における上記サンプル採取調査を公益財団法人	岡山県健康づくり財団へ委託し

て実施することといたしました。
これにより、岡山県から委託を受けた公益財団法人	岡山県健康づくり財団の職員が、本県からの業務
委託証明書と身分証明書を携帯のうえ、皆様方の事業所等へお伺いする予定です。
本業務の実施に当たっては、公益財団法人	岡山県健康づくり財団に対して個別情報の適正な管理と保
護を義務付けておりますので、何とぞご協力をよろしくお願いいたします。

岡　　山　　県

問い合わせ先
岡山県備前県民局税務部課税課
T E L 	０８６－２３３－９８２１
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事業実績報告書・事業報告書の提出について

事業者は、貨物自動車運送事業報告規則第２条の規定により、毎年度「事業報告書」および「事
業実績報告書」を運輸支局に提出しなければなりません。

報告書 提出部数 提出期限

事業実績報告書 ３部作成（１部事業者控え） ７月１０日まで

事業報告書 ３部作成（１部事業者控え） 事業年度経過後１００日以内

報告書は、岡山県トラック協会ホームページからもダウンロードできます。
トップページ→会員の皆様へ→申請手続き→事業実績報告書

※提出期限が過ぎている事業者につきましては、速やかに報告書をご提出ください。
※郵送でのご提出の場合は、返信用封筒を付けてご発送ください。
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令和6年度 省エネ運転講習会について

（11月美作支部主催会場変更のお知らせ）

令和6年度省エネ運転講習会について、「おかやまトラック輸送情報」4月号にて、今年後の日程をご案内
いたしましたが、11月16日（土）第123回美作支部主催分の開催場所について、下記太字部分のとおり変
更となりましたのでご案内申し上げます。

開催日 開催回数 主催支部 開催場所 担当ディーラー

令和6年11月16日(土) 第123回 美作

リージョンセンター
↓

津山市総合福祉会館
（津山市山北520）

岡山三菱ふそう自動車販売㈱
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プラン2025目標達成 フル セミナー
～削減目標達成への取り組み～

全日本トラック協会では、令和7（2025）年までに、事業用トラックを第一当事者とする死者数と重傷者数の
合計を970人以下とし、飲酒運転ゼロを目指すという目標を掲げ、死者数と重傷者数の合計を車両台数1万台
あたり「6.5人以下」とすることを全国の共有目標とする「トラック事業における総合安全プラン2025（プラン
2025）」を策定しました。
この数値目標を達成するため、「プラン2025」の内容と「交差点事故」・「追突事故」の防止を中心テーマに、

最新の情報を織り込んだ事故防止対策についてご理解いただくとともに、出席者同士の小集団での情報交換
をおこない、自社での事故防止活動のヒントを見つけていただくためのセミナーを開催いたします。
つきましては、業務ご多用中とは存じますが、是非ともセミナーにご参加くださいますようご案内いたします。

記

１．日　時	 令和６年８月１９日（月）　１３時３０分～１６時３０分
２．場　所	 岡山県トラック総合研修会館　４階　大研修室
	 	 岡山市北区青江１－２２－３３
３．講　師	 ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社	大阪支店
	 	 モビリティコンサルティンググループ　柿野	拓志	氏
４．内　容	 (1)	講話（1時間程度）
	 	 (2)	グループディスカッション（1.5時間程度）
	 	 　		※グループディスカッションでは、出席者に情報交換の進行役をお願いする予定です。
	 	 (3)	まとめ、アンケート記入（10分程度）
５．対象者	 経営者及び管理者（現場での安全を管理される方）等
６．受講料	 無料
７．定　員	 ６０名（１事業者２名までとし、定員に達し次第締め切りとします。）
８．申込み	 	ＱＲコードから申込ページにアクセスし、１名ずつ必要事項を入力の

上、８月５日（月）までに送信してください。ＱＲコードからの申込みが
できない場合は、以下のアドレスあてに、件名を「フルセミナー受講
希望」として空メールを送信してください。

	 	 	ｏｋａｔｏｋｙｏｕ.ｓｉｄｏｕｋａ＠ｇｍａｉｌ.ｃｏｍ
９．その他	 ①本セミナーはＧマーク申請時の評価において２点付与の対象となります。
	 	 ②名刺と筆記用具を必ずご持参ください。
	 	 ③体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

お問い合わせ先
(一社)岡山県トラック協会	指導課　脇本・田中

ＴＥＬ：０８６－２３４－８２１１
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「自動車運送業分野トラック区分における
特定技能外国人受け入れの手引き」の公開について

都道府県トラック協会
専務理事　殿

公益社団法人 	 全 日本トラック協 会
常 務 理 事 　 山﨑　寛

平素は、当協会の事業運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当協会では本年３月２９日の閣議決定により、外国人特定技能制度の対象分野に「自動車運送業」

が追加されたことを受け、本年５月１０日に「外国人特定技能制度に関する説明会」を開催したところです。
今般、当協会では、会員事業者が特定技能外国人を雇用するにあたっての、受け入れの要件、採用プロ

セスの流れ、具体的な手続き等についてまとめた標記の手引書を作成いたしました。当協会ホームページ
（以下URL）に公開いたしましたので、貴協会傘下会員事業者にご活用いただだけますよう、リンク掲載
等による周知にご協力賜りたく、よろしくお願い申し上げます。
なお、手引書の印刷製本・配布は予定しておらず、ホームページへの掲載のみとさせていただきます。
また、以下URLからは、本年５月１０日開催「外国人特定技能制度に関する説明会」の録画映像もご視聴

いただけるようにしてありますので、必要に応じてご確認くださいますようお願いいたします。

記

〇掲載場所
　全日本トラック協会ホームページ	>	外国人特定技能
　https://jta.or.jp/member/driver/ssw.html

以上

本件に関するお問い合わせ

（公社）全日本トラック協会　経営改善事業部
ＴＥＬ：	０３－３３５４－１０５６　ＦＡＸ：	０３－３３５４－１０１９
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【一般講習申し込みに関する
お問い合わせ先】

自動車事故対策機構 岡山支所

TEL （086）232-7053
FAX （086）231-6742
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会員名簿（令和６年度）変更のお知らせ
※変更箇所のみ記載� � � � � � � � � 　　　�　（令和６年７月）
NO. 事業者名 変更内容 変更後

172 ㈱オークラロジ　岡山営業所
Ｔ Ｅ Ｌ 0744-66-2019

Ｆ Ａ Ｘ 0744-66-2056

210 岡山県貨物運送㈱　児島支店 代表者名 堀江　秀福

355 京極運輸商事㈱　倉敷事業所
役 職 名 マネージャー

代表者名 植木　俊介

378 ㈲工藤興業 退 会

506 ㈱サンキュウ・トランスポート・中国　岡山営業所 代表者名 津嶌　和文

507 ㈱サンキュウ・トランスポート・中国　水島営業所 代表者名 水畑　敦巳

877 ナイカイ運輸倉庫㈱ 代表者名 野﨑　哲太郎

882 長尾運輸㈱ 代表者名 高橋　永里子

1181 ㈱前田物流サービス 役 職 名 代表取締役社長

1215 丸進運油㈱　水島営業所 代表者名 丸口　勉

1412 ㈱リオン

所 在 地 〒703-8264　岡山市中区倉富405－1

Ｔ Ｅ Ｌ 086-200-0003

Ｆ Ａ Ｘ 086-200-0007

1418 菱栄㈱ 退 会

新規に入会された方のご紹介
NO. 事業者名 役職・代表者 所在地 TEL・FAX 地区

407 ㈱Kライン　岡山営業所 代 表 取 締 役�
山 田 　 　 普

〒713-8123
倉敷市玉島柏島5409-1-101

TEL�086-441-8422
FAX�086-441-8423 玉島

退会について

岡山県トラック協会から退会される場合の会費請求は、退会月分までとさせていただきます。日割り請求等ございませんので、予めご了承く
ださい。
また、退会届に記入する退会予定日より後の日付で退会届が岡山県トラック協会（本部、又は支部）に到着いたしますと到着日が退会日となり
ますのでご注意ください。

　　　　　　　（例） 退会予定日 退会届の到着日 退会日 請求する月
令和６年７月１日 令和６年７月１日 令和６年７月１日 令和６年７月分まで
令和６年７月３１日 令和６年７月２０日 令和６年７月３１日 令和６年７月分まで
令和６年７月３１日 令和６年７月３１日 令和６年７月３１日 令和６年７月分まで
令和６年７月３１日 令和６年８月１日 令和６年８月１日 令和６年８月分まで

退会届の到着が遅れたり、翌月になりそうな場合はお手数ですが、岡山県トラック協会本部（０８６-２３４-８２１１）までご連絡をお願いいたします。



52 OKAYAMA Truck Transport Information

お知らせ

閲 

覧 

室

消費税抜きの価格となります

２０２４年５月２４日 現在
（公社）全日本トラック協会

軽油価格動向推移表（全国平均・中国地区）
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一般社団法人 岡山県トラック協会及び支部 ご案内

本     会

岡山支部

倉敷支部

備中支部

美作支部

備前支部

自動車運転練習場

〒７００-８５６７

〒７００-０９４１

〒７１０-０８４７

〒７１４-１２２４

〒７０８-０８４２

〒７０５-００２３

〒７０９-０６２６

岡山市北区青江１-２２-３３
　　 ０８６-２３４-８２１１( 代 )  　　 ０８６-２３４-５６００

岡山市北区青江１-２２-３３
　　 ０８６-２３４-３２１１　　　　　 ０８６-２３４-５６００

倉敷市東富井８５０-１
　　 ０８６-４２５-０１０８　　　　　 ０８６-４２５-０１３８

小田郡矢掛町本堀１２９６-１
　　 ０８６６-８３-１３６５　　　　　 ０８６６-８３-１３６６

津山市河辺７２２-５
　　 ０８６８-２６-４４３６　　　　　 ０８６８-２６-４４５０

備前市伊里中５１６-１
　　 ０８６９-６７-２８８２　　　　　 ０８６９-６７-２８８３

岡山市東区中尾３５５-１
　　 ０８６-２７９-８０２２　　　　　 ０８６-２７９-８０２２

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

岡山県トラック総合研修会館 入居団体 ご案内

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

岡山県支部

岡山県運送事業協同組合連合会

岡山県高速運輸事業協同組合

自動車事故対策機構　岡山支所

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  １階

　　 ０８６-２３４-１３３２　　　 ０８６-２３４-５６００

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  ２階

　　 ０８６-２３４-８１００　　　 ０８６-２３４-８３８３

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  ３階

　　 ０８６-２３２-７０５３　　　 ０８６-２３１-６７４２
運行管理者各講習・適性診断等に関するお問い合わせは
こちらへご連絡ください。

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

※7月16日から11月末まで改修工事のため、備前輸送サービスセンターで業務を行います。



回　覧編集発行　令和6年7月１日
　 一般社団法人 岡山県トラック協会
〒700-8567　岡山市北区青江1-22-33
TEL.086（234）8211　FAX.086（234）5600
URL：https://okayama-ta.or.jp

携帯電話からの接続には、所定の通信料がかかります。
また、QRコード®は読み取り条件などによって読み取れない
場合があります。
※QRコード®は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

同封資料
 ●　点検整備ハンドブック
 ●　全国トラックステーションガイドブック
 ●　守ろう！電波のルール
 ●　中小企業大学校
 ●　会員名簿
 ●　テレビ等受信機設置状況の確認についてのお願い

ホームページをご活用ください
https://okayama-ta.or.jp

会員事業者に対して可能な限り早く、きめ細かい情報を伝えることを基本として
ホームページでの情報提供をメインで行っております。また、詳細で情報量の多いも
のについても、国や関係団体等のサイトを活用しながら提供させていただきます。

本誌の内容も閲覧できるようになりました。
「協会の取り組み」→「おかやまトラック輸送情報/
今月の行事」からご覧ください。

岡山県トラック協会

定期的な閲覧と積極的なご活用をお願いいたします。

検 索

各種申請様式のダウンロード・
セミナー等のお知らせはこちら

最新のニュースはこちら

重要なお知らせはこちらに掲載

本誌は、植物由来の油を原料にした
インキを使用し、環境にやさしい
水なし方式で印刷されています。


